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茨
城
県
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
独
自

１４

に
「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」
制
度
を
設
け

て
、
一
定
規
模
（
平
成　

年
４
月
か
ら
は

２０

人
口
５
万
人
）以
上
の
市
を
対
象
と
し
て
、

自
主
的
・
自
立
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
土
地
利
用
や
福
祉
関
係
の

主
要
事
務
に
つ
い
て
包
括
的
に
移
譲
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、
協
議
を
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」の
指
定
を
受
け
る

こ
と
を
決
定
し
、
平
成　

年
４
月
か
ら
平

２１

成　

年
度
ま
で
の
３
年
間
で　

法
令
の
事

２３

１８

務
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

各
種
受
付
窓
口
を
市
に
設
置
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
事
務
処
理
手
続
の
短
縮
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
・
利
便
性
の
向
上
が
図

れ
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
と
と
も
に
、
市
の
考
え
に
基
づ
く
主

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

移
譲
事
務
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◆「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」と
は
？

◆「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」の
指
定
に

よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の
？

　

メ
リ
ッ
ト
は
？

平
成

年
４
月
か
ら
那
珂
市
が

平
成　

年
４
月
か
ら
那
珂
市
が

２１２１「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」に
指
定
さ
れ
ま
す

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」に
指
定
さ
れ
ま
す
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実施時期担当課法　　令主な事務内容

平成２３年４月農業委員会農地法農地転用の許可（２ha以下）等８事務

平成２３年４月都市計画課都市再開発法市街地再開発促進区域内における建築物の
建築許可等１２事務

平成２３年４月都市計画課茨城県風致地区内における
建築行為等の規制に関する条例風致地区内における行為の許可等７事務

平成２３年４月都市計画課
都市計画法

開発行為の許可等２７事務

平成２３年４月都市計画課都市計画施設内の建築許可、
都市計画事業地内の建築許可

平成２３年４月都市計画課租税特別措置法優良宅地造成の認定

平成２３年４月市街地整備課土地区画整理法土地区画整理事業の個人・組合施行の
認可（５ha未満）等３９事務

※詳細な事務手続は、各担当課にお問い合わせ

　の上、お間違いのないようご注意ください。

「まちづくり特例市」に関する問い合わせ

　総務課　�２９８－１１１１（内線５１４）



広報なか３月号３

実施時期担当課法　　令主な事務内容

平成２２年４月生活安全課家庭用品品質表示法販売事業者に対する立入検査等５事務

平成２２年４月生活安全課消費生活用製品安全法販売事業者に対する立入検査等４事務

平成２３年４月こども課児童福祉法認可外保育施設に対する立入検査等２事務

H２１．４健康推進課母子保健法未熟児の訪問指導（養育医療非給付児に限る）
等３事務

平成２３年４月福祉課身体障害者福祉法身体障害者手帳の交付等１６事務
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平成２１年４月健康推進課母子保健法未熟児の訪問指導（養育医療非給付児に限る）
等３事務

実施時期担当課法　　令主な事務内容

平成２３年４月商工観光課計量法各種計量器類の立入検査等３事務

Ｈ２１．４商工観光課商工会法商工会の設立の認可等１６事務

平成２２年４月商工観光課中小小売商業振興法商店街整備計画の認定等８事務

Ｈ２１．４生活安全課電気用品安全法販売事業者に対する立入検査等４事務

平成２３年４月商工観光課火薬類取締法火薬類の譲渡者、譲受者に対する許可等３０事務

Ｈ２１．４水道課水道法簡易専用水道の給水停止命令

Ｈ２１．４水道課茨城県安全な飲料水確保条例小簡易専用水道の給水停止命令
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平成２１年４月水道課水道法簡易専用水道の給水停止命令

平成２１年４月水道課茨城県安全な飲料水確保条例小簡易専用水道の給水停止命令

平成２１年４月生活安全課電気用品安全法販売事業者に対する立入検査等４事務

平成２１年４月商工観光課商工会法商工会の設立の認可等１６事務
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実施時期担当課法　　令主な事務内容

Ｈ２１．４環境課水道法専用水道の給水停止命令等４事務

Ｈ２１．４下水道課浄化槽法浄化槽の廃止の届出の受理等４事務

Ｈ２１．４生涯学習課社会教育法社会教育主事の資格の認定等２事務

Ｈ２１．６市民課旅券法旅券（パスポート）の申請等１２事務

平成２１年４月環境課水道法専用水道の給水停止命令等４事務

平成２１年４月下水道課浄化槽法浄化槽の廃止の届出の受理等４事務

平成２１年４月生涯学習課社会教育法社会教育主事の資格の認定等２事務

平成２１年６月市民課旅券法旅券（パスポート）の申請等１２事務

※旅券（パスポート）の申請等については、那珂市に住民登録している方は、６月１日から那珂市でしか手続き
ができませんのでご注意ください。特別の理由がない限り県のパスポートセンターでは手続ができません。詳
しくは、４月号でお知らせします。

※　　　　　　　 は、４月から開始される事務で、その他の事務は平成２２年度、平成２３年度に順次開始していきます。網掛け部分



４

　平成２１年４月から、身近な地域に根ざした地域包括支援センターとして日常生活圏域ごとに、３つ
の地域包括支援センターが誕生します。これに伴い、今まで市役所２階に設置してありました那珂
市地域包括支援センターは廃止となります。
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◆
総
合
相
談

　

高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
介
護
や
健
康
、
福
祉
に

限
ら
ず
、「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
悩
み
も
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

申
請
手
続
き
な
ど
も
、
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
な
ん
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
権
利
擁
護

　

高
齢
者
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
に
対
応
し
ま

す
。
ま
た
、
契
約
や
、
預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
が
不
安

な
か
た
に
は
、
成
年
後
見
制
度
等
の
利
用
を
支
援
し
ま

す
。

◆
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

○
要
支
援
１
、
要
支
援
２
の
か
た

　

介
護
保
険
で
、
要
支
援
１
、
要
支
援
２
に
認
定
さ
れ
た

か
た
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
「
介
護

予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
す
。

○
特
定
高
齢
者
の
か
た

　

要
支
援
、
要
介
護
に
認
定
さ
れ
て
い
な
い　

歳
以
上
の

６５

か
た
が
、
健
診
と
同
時
に
受
け
る
生
活
機
能
評
価
で
、「
今

後
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し
介
護
が
必
要
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
」と
判
定
さ
れ
た
か
た
を
特
定
高
齢
者
と
い
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
高
齢
者
の
か
た

に
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
を
勧
め
て
い
ま
す
。
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地域包括支援センター地域包括支援センター　青燈会青燈会
（菅谷６０５（菅谷６０５　��２９５２９５－－５２８８）５２８８）

本米崎、向山、横堀、堤、杉、本米崎、向山、横堀、堤、杉、
額田（東郷・南郷・北郷）、額田（東郷・南郷・北郷）、
菅谷、竹ノ内菅谷、竹ノ内

地域包括支援センター地域包括支援センター　ゆたか園ゆたか園
（後台２０４５（後台２０４５－－４４　��２９５２９５－－１２８７）１２８７）

後台、津田、中台、東木倉、西木倉、上河内町、後台、津田、中台、東木倉、西木倉、上河内町、
豊喰、戸崎、鴻巣、飯田、福田豊喰、戸崎、鴻巣、飯田、福田

地域包括支援センター地域包括支援センター　ナザレ園ナザレ園
（中里３５２（中里３５２－－１１　��２９６２９６－－３４０５）３４０５）

戸、田崎、上国井町、大内、下江戸、戸、田崎、上国井町、大内、下江戸、
門部、南酒出、北酒出、鹿島、門部、南酒出、北酒出、鹿島、
瓜連、中里、平野、古徳、静、下大賀瓜連、中里、平野、古徳、静、下大賀

地域包括支援センターに関するお問い合わせ

福祉課高齢者支援係　（�２９８－１１１１　内線１２６）



広報なか３月号５

食育基本法

じてじて割に応じ割に応じ割に割にそれぞれの役割それぞれの役割 応応そそ 割割割割割割割割に応に応れぞれれぞれ じじててににれぞれの役れぞれの役 応応の役割の役割ににれぞれの役割れぞれの役割 応応役役割割れぞれの役割れぞれの役割 応応そそ 応応それぞれの役割それぞれの役割ににぞれの役割ぞれの役割 じてじてににのの ててに応に応それぞれの役割それぞれの役割それぞれの役割に応じて
取組取組連携した取組連携した取組組組連連 組組取取組組した取組した取組組組連携した連携した 組組携した取携した取組組連携した取組連携した取組組組連携した取組連携した取組連携した取組

食育基本計画

茨城県食育推進計画

那珂市食育推進計画

連携と推進

保育所
幼稚園

家庭
市民

保健医療
関係者関係者

食品関連
業者など業者など

農林漁業
関係者関係者

地域

学校

行政

茨
城
県
み
ん
な
の
食
育
ス
ロ
ー
ガ
ン

�
�
�
�
�

　
「
食
育
」
と
い
う
も
の
は
生
き
る
う

え
で
の
基
本
で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
食
育
に
関
心
を
持
ち
、
日

常
生
活
の
中
で
積
極
的
に
実
践
す

る
も
の
で
す
。
食
育
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
保

育
所
、
幼
稚
園
、
職
場
、
農
業
者
、

関
係
団
体
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
活
動

を
、
自
分
た
ち
の
意
思
や
判
断
に
基
づ
い

て
取
り
組
み
、
市
民
運
動
と
し
て
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
の
食
育
推
進
計
画
に
は
、
行
政

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
に
よ
る
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
や
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
食
育
推
進
計
画
は
、
食
に
関
す

る
か
た
が
た
の
共
通
計
画
で
あ
り
ま
す

が
、
市
民
や
教
育
関
係
者
、
農
林
漁
業
者

な
ど
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

は
、
同
じ
目
的
に
向
か
い
、
共
に
進
ん
で

い
く
た
め
に
、
食
育
の
目
的
に
つ
い
て
再

確
認
す
る
こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し

い
情
報
を
収
集
し
、
積
極
的
に
伝
え
る
こ

と
、
必
要
と
な
る
こ
と
を
考
え
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

関
係
者
と
の
関
わ
り
や
連
携
、
調
整

へ
と
、
関
係
者
を
つ
な
ぐ
「
つ
な
が
り

を
創
り
出
す
活
動
」
へ
と
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

食
育
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
そ
の
活

動
は
多
種
多
様
で
幅
広
く
、
全
体
を
見
据

え
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
食
育
の

目
指
す
姿
の
実
現
の
た
め
に
は
、
幅
広
い

活
動
を
う
ま
く
つ
な
い
で
い
け
る
か
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
関
係
者
が
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
活
用
し
、
市
民
へ
の
積
極
的
な
働

き
か
け
か
ら
「
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

関
係
者
と
の
つ
な
が
り

つ
な
が
り
と
は

　

那
珂
市
食
育
推
進
計
画
で
は
、
食
べ
る

こ
と
は
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
り
、「
食
育
」
は
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
健
全
な
心
身
を
培
い
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
不
可
欠
な

も
の
と
考
え
ま
す
。
那
珂
市
の
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
活
か
し
、
家
庭
は
も
と
よ

り
、
地
域
、
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や

食
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
・
団
体

な
ど
の
連
携
に
よ
り
、
食
育
を
市
民
運
動

と
し
て
展
開
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
繰
り
広
げ
、
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
考
え
で
い
ま
す
。

那
珂
市
の
基
本
理
念

「
食
育
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
」

〇
茨
城
県
保
健
福
祉
部
保
健
予
防
課

�
３
０
１・

３
２
２
９

〇
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

　

市
健
康
推
進
課　

総
務
企
画
係

�
２
７
０・

８
０
７
１

�
�
�
�

�

【
食
育
推
進 

４ 
】

市
民
運
動
と
し
て
の
必
要
性
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市
で
は 
低 てい 
出  
生 

し
ゅ
っ 
し
ょ
う 

体 たい 
重 

じ
ゅ
う 

児 
（
２
５
０

じ

０
グ
ラ
ム
未
満
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
・
以
下
「
低
体
重
児
」
と
す
る
）

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

低
体
重
児
は
将
来
、
生
活
習
慣
病

に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
健
康
推
進
課
で
は
低
体
重

児
を
出
産
し
た
お
母
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
そ
の
原
因
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
妊
婦
の
「
労
働
」

や「
た
ば
こ
」が
大
き
な
原
因
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

低
体
重
児
を
出
産
し
な
い
た
め
に

は
、
妊
娠
中
は
「
適
度
に
休
養
」
を

と
り
、
妊
婦
は
も
ち
ろ
ん
家
族
や
職

場
の
人
た
ち
な
ど
が
「
禁
煙
」
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
年
々
低
体
重

児
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
平
成　

年
は
、
市
で
生
ま
れ

１８

た
赤
ち
ゃ
ん
の
約　

人
に
１
人
が
低

１０

体
重
児
で
し
た
。

低
体
重
児
が
増
加

12
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那珂市 

■低体重児出産割合の推移（茨城県・那珂市） 

茨城県 

5.4

8

10

※グラフの数字は１月１日から１２月３１日までに生まれた児について現しています。なお、平成１６
年以前の数字は、旧那珂町と旧瓜連町の合計数で算出しています。
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　もっとも、大きく産んでも小さく産んでも、健康な
体づくりには子どものときからの生活習慣が大きくか
かわってくることは言うまでもありません。子どもの
ころから体を動かし、バランスのとれた食事をとり、
規則正しい生活を送るよう心がけましょう。

　低体重児は、お母さんのお腹の中にいるときに、少
ない栄養を節約して使うという体質を作り上げ、この
体質は一生変わることなく続くと言われています。そ
して将来、食べ過ぎと運動不足が重なった場合、肥満・

� ����������������������������

糖尿病・脂質異常症（高脂血症）等の生活習慣病を起
こしやすくなります。２，５００グラム以上なら生活習慣
病になりにくいかというと、その体重に近い赤ちゃん
は生活習慣病になりやすい傾向がありますので、最近
では大きく産んだ方がよいと言われています。
　　　参考：市の「平成１９年平均出生体重」　
　　　　　　男児３，０７９グラム、女児２，９６８グラム（ ） ������
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広報なか３月号７

１６%

２４%

３２%

６０%

１２%
妊
娠
中
に
上
の
子
の
育
児
を
し
て
い
た 

妊
婦
自
身
が
吸
っ
て
い
た 

妊
娠
中
に
働
い
て
い
た 

７６%

妊
娠
中
に
家
族
が
吸
っ
て
い
た 

太
り
す
ぎ や

せ
す
ぎ 

③ 
初めての 
出産 
76%④ 

上の子が 
低体重児 
57%

① 
妊娠中の 
労働 
88%

⑤ 
妊娠中の 
体重増減 
56%

② 

たばこ 

76%

　

調
査
の
結
果
、
多
く
の
妊
婦
は
①
か
ら

⑤
が
複
数
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
低
体

重
児
を
出
産
し
て
い
ま
す
が
、
⑤
の
原
因

だ
け
で
低
体
重
児
を
出
産
し
た
お
母
さ
ん

も
い
ま
し
た
。

　

妊
娠
中
は
適
度
に
休
養
を
と
り
、
妊
婦

は
も
ち
ろ
ん
家
族
や
職
場
の
人
た
ち
な
ど

が
「
禁
煙
」
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
妊

婦
は
出
産
ま
で
の
体
重
（
少
な
く
て
も
多

く
て
も
い
け
ま
せ
ん
）
に
気
を
配
る
こ
と

な
ど
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

③
初
め
て
の
出
産
や
④
上
の
子
が
低
体

重
児
に
該
当
す
る
か
た
は
、
そ
の
こ
と
だ

け
で
低
体
重
児
を
出
産
し
や
す
い
た
め
、

①
労
働
、
②
た
ば
こ
、
⑤
体
重
増
減
に
対

す
る
注
意
が
特
に
必
要
で
す
。（
下
図
は

聞
き
取
り
調
査
で
該
当
者
の
多
か
っ
た
５

項
目
で
す
）

低
体
重
児
出
産
の
予
防
は

「
適
度
な
休
養
」と「
禁
煙
」で
す

禁
煙
は
、
妊
婦
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
も
、
職
場
も
。
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「
母
親
学
級
」に
参
加
し
て

健
や
か
な
出
産
、そ
し
て
育
児
へ

母
親
学
級
で
は
、
低
体
重
児

出
産
予
防
も
学
べ
ま
す

　

母
親
学
級
で
は
、
低
体
重
児
出
産
予
防

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

・
妊
娠
中
の
体
の
休
め
方

・
胎
児
へ
の
た
ば
こ
の
影
響

・
妊
娠
前
の
肥
満
度
に
応
じ
た
体
重
増
加

・
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
す
る
た
め
の

栄
養

　

母
親
学
級
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
妊
婦
健

診
結
果
（
血
圧
や
尿
検
査
、
血
液
検
査
な

ど
）
の
見
方
、
出
産
後
の
体
の
変
化
と
過

ご
し
方
、
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
学

べ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
ス
タ
ッ
フ　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
母
子
保
健

係
（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ

ま
り
」
内
）
�
２
７
０
・
８
０
７
１

　４月１日以降に妊婦健診を受
けるかたは、受診票の交換が必
要です。
■交換期間

４月１日（水）～30日（木）

　詳しくは健康推進課母子保健
係までお問い合わせください。

��
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平成２１年４月から
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８

救急救急急 火災火火災災平成20年中

　平成２０年中における救急出場件数は１，７０３件で、前
年に比べて２６件減少しています。これを１日当たりで
見ると４．６７件（前年４．７４件）で、前年に比べ０．０７件減
少しています。
　救急事故種別では、急病が９１０件と最も多く、全体の
５３％を占め、次いで交通事故が３１６件で全体の１９％を
占めています。
　搬送人員については、１日平均４．４０人のかたが搬送
されています。搬送病院は、管外の病院へ８１．５％搬送
されているのが現状です。なお、救急救命士の救急出
場の搭乗率は９７．９％です。

　真に緊急を要するかたのために、救急車の適
正な利用をお願いします。
○定期的な通院等において、タクシー代わりに
救急車を常用することは控えてください。

○緊急に医療機関等に搬送しなければならない
場合は、迷わずすぐに救急車を要請してくだ
さい。

問い合わせ

消防本部警防課　�２９５－２１１１　内線５４

計

そ　　の　　他事　　故　　種　　別
月　
　

別

そ

の

他

資
機
材
搬
送

医
師
搬
送

転
院
搬
送

急　
　

病

自
損
行
為

加　
　

害

一
般
負
傷

運
動
競
技

労
働
災
害

交
通
事
故

水　
　

難

自
然
災
害

火　
　

災

１４９１８９１１１４２３１１１月

１４５２５８３２７１２７２月

１１６１１９６３１０２１２０３月

１３４１１６７７２１９２４１３４月

１４２３２０８０２１１２２４５月

１２３４１４６１３１１２２２４２６月

１３７２１９７２１１４４１２４７月

１５９１２０９４１１１３６１２２８月

１４４１１６６７１２４４１３０９月

１５０４１８６７５４１８４１２９１０月

１４１１１１７６１１８１１３２１１月

１６３１１８７９１４１６２１４０１１２月

１，７０３２０２０４９１０１９１０１７５２９１６３１６２２計

（件）

一日平均計西消防署東消防署区　分

４．６７１，７０３４４２１，２６１出場件数

４．２５１，５５１３９６１，１５５搬送件数

４．４０１，６０５４１０１，１９５搬送人員

０．４２１５２４６１０６不 搬 送

（件・人）

現場到着
平均時間計管　外管　内

８分１，１９５９６７２２８東消防署

８分４１０３４１６９西消防署

８分１，６０５１，３０８２９７計

（人）
管内・管外搬送別人員件数および現場到着平均時間救急概要

月別救急活動状況

����



広報なか３月号９

　平成２０年中における火災件数は２３件で、前年に比べ
ると４件減少し、火災による死者はありませんでした。
　火災の種別で見ると建物火災が９件で、そのうち６
件が住宅火災です。逃げ遅れ等による犠牲者をなくす
ため、全家庭に住宅用火災警報器の設置が義務化さ
れ、火災の早期発見と避難が図られているところで
す。万一に備え、火災をいち早く知らせることで皆さ
んの尊い命を守る住宅用火災警報器を早めに設置しま
しょう。
　出火原因別では、１位がたき火の１０件、２位が電灯・
電話等の配線で７件、３位がストーブと排気管のそれ
ぞれ２件です。火災の発生を月別に見ると最も多いの
が３月の５件、２月の４件、１０月の３件の順となって

平成２０年平成１９年平成１８年区　分
２３２７２６合計件数

出火件数
（件）

９１４１５建 物 火 災
１５０林 野 火 災
４３２車 両 火 災
９５９その他火災
６７８全　 焼

焼損棟数
（棟）

０３０半　 焼
１２４部 分 焼
２２３ぼ　 や
９４２９６６８３５建物床（㎡）

焼損面積 １４８２０５１３建物表（㎡）
０．４２４０林 野（ａ）
０１１死　 者死傷者数

（人） ０１０負 傷 者
９９５罹 災 世 帯（世帯）
２８３２１６罹 災 人 員　（人）
４．１４．８４．６出 火 率　（％）

（件）
火災概況

����
います。
　たき火は一部の場合を除き禁止されています。ま
た、２月から３月にかけては空気が乾燥し、火災が起
こりやすい気象状況となりますので、火の取り扱いに
は注意してください。
　火災による損害額は、９，５０６万円で前年より４，８４０万
円増加しています。これを１日当たりで見ると２６万円
の財産が失われたことになります。
　火災を防ぐには、日ごろから近隣や地域の人たちと
協力し、火災が起きないまたは起こさない環境づくり
を進めることが大切です。皆さんのご家庭でも、もう
一度火の元を見直し、引き続き火災の予防にご協力を
お願いします。

問い合わせ

消防本部警防課　�２９５－２１１１　内線２７

※「出火率」は、人口１万人当たりの出火件数の割合

総数区分 その他車両林野建物
１１２１月
２２４２月
３１１５３月
２１３４月

１１２５月
１１６月

７月
１１８月

１１９月
１２３１０月

１１月
１１１２月

９４１９２３合計件数
３９．１１７．４４．４３９．１割合（％）

（件）
平成２０年月別火災発生状況

平成２０年平成１９年平成１８年区　分
９５，０６７４６，６６５５９，５０４損 害 額 合 計
９２，８５１４５，２４４５２，５２１建 物 火 災

０９１７０林 野 火 災
２，０６６５００６，６６０車 両 火 災
１５０４３２３その他火災

２６０１２７１６３１日当たりの
損害額

４，１３３１，７２８２，２８８１件当たりの
損害額

１．６８０．８２１．０５市民１人当たりの
損害額

４．６４２．３０２．９８１世帯当たりの
損害額

（千円）
損害状況

平成２０年平成１９年平成１８年原因別

１２０た ば こ

０２４放 火 の 疑 い

１０８６た き 火

０１２マッチ・ライター

０２２こ ん ろ

０２０放 火

７０１電灯・電話等の配線

０１１電 気 装 置

０１０風 呂 ・ か ま ど

２００排 気 管

０１０配 線 器 具

２２０ス ト ー ブ

０１０電 気 機 器

０１３溶 接 機・切 断 機

０１３そ の 他

１２４不 明 ・ 調 査 中

２３２７２６計

（件）
出火原因



１０

防
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅
で

は
平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅

１８

に
つ
い
て
も
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
平
成

　

年
６
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
、
す
べ
て

２０の
一
般
住
宅
が
対
象
で
す
。
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
寝
室
（
※
必

須
）
と
階
段
の
天
井
ま
た
は
壁
面
（
※
寝

室
が
２
階
等
に
あ
る
場
合
）
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
気
店
や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
消
防
用
機
器
取
扱
専

門
業
者
等
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
求
め
の
際
は
日
本
消
防
検
定
協
会

の
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
の
付
い
て
い
る
も
の

の
購
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

  
ま
た
、
火
災
警
報
器
に
は
煙
感
知
式
と

熱
感
知
式
が
あ
り
ま
す
。
寝
室
や
階
段
に

は
煙
感
知
式
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
火
気
を
使
用
す
る
場
所

（
台
所
等
）に
は
熱
感
知
式
の
設
置
を
奨
励

し
て
い
ま
す
。
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○
消
防
署
や
市
役
所
の
職
員
等
が

一
般
住
宅
を
訪
問
し
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
等
を
販
売
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
職
員
等
を
装
っ
た
悪
質

な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
不
審
に
思
っ
た
ら
…

・
は
っ
き
り
断
る

・
書
類
（
契
約
書
）
に
は
、
押
印

や
サ
イ
ン
を
し
な
い

・
相
手
が
脅
迫
的
な
行
動
に
出
た

と
き
は
、
警
察
に
通
報
す
る
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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市
消
防
本
部
予
防
課　

�
２
９
５
・
２
１
１
１　

内
線　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
９
５
・
４
６
６
３

２７

�



広報なか３月号１１

排出ガス（排出筒出口）�

２回目結果１回目結果協定基準値項　目
０．００１g/m3N未満０．００１g/m3N未満０．０１g/m3N以下ばいじん

３０ppm未満３０ppm未満３０ppm以下硫黄酸化物
２２ppm２５ppm１００ppm以下窒素酸化物

３１ppm未満３１ppm未満５０ppm以下塩化水素
０．０６３ng-TEQ/m3N０．１ng-TEQ/m3N以下ダイオキシン類

●測定日【排気ガス　１回目　６月２０日・２回目　１２月２日】【ダイオキシン　６月２０日】

騒音（敷地境界）�

２回目結果１回目結果協定基準値項　目
４７dB未満４４dB未満５０dB以下騒音

●測定日【１回目　６月２０日、２回目　１２月２日】

●測定日【１回目　６月２０日、２回目　１２月２日】

悪臭（排気筒出口）�

２回目結果１回目結果協定基準値項　目
０．２ppm０．２ppm１ppm以下アンモニア

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００２ppm以下メチルメルカプタン
０．０１ppm未満０．０１ppm未満０．０２ppm以下硫化水素
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０１ppm以下硫化メチル
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００９ppm以下二酸化メチル
０．０００５ppm未満０．０００５ppm未満０．００５ppm以下トリメチルアミン
０．００１ppm未満０．００４ppm０．０５ppm以下アセトアルデヒド
０．００１ppm未満０．０２７ppm０．０５ppm以下プロピオンアルデヒド
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルブチルアルデヒド
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０２ppm以下イソブチルアルデヒド
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルバレルアルデヒド
０．０００５ppm未満０．０００５ppm未満０．００３ppm以下イソバレルアルデヒド
０．０１ppm未満０．０１ppm未満０．９ppm以下イソブタノール
０．０１ppm未満０．０１ppm未満３ppm以下酢酸エチル
０．０１ppm未満０．０１ppm未満１ppm以下メチルイソブチルケトン
０．１ppm未満０．１ppm未満１０ppm以下トルエン
０．０５ppm未満０．０５ppm未満０．４ppm以下スチレン
０．１ppm未満０．１ppm未満１ppm以下キシレン

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０３ppm以下プロピオン酸
０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．００１ppm以下ノルマル酪酸
０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．０００９ppm以下ノルマル吉草酸
０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．００１ppm以下イソ吉草酸



１２

レ
ジ
袋
を
削
減
し
、
地
球
温
暖
化
の
防

　

レ
ジ
袋
を
削
減
し
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
と
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

止
と
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

那
珂
市
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
推
進
す
る
那

那
珂
市
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
推
進
す
る
那

珂
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
６
事
業
者
は
２

珂
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
６
事
業
者
は
２

月
５
日

月
５
日
、、「
那
珂
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋
の

「
那
珂
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋
の

削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
協

削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

４
月
１
日
か
ら
次
の
市
内
食
品
ス
ー
パ
ー

４
月
１
日
か
ら
次
の
市
内
食
品
ス
ー
パ
ー

６
店
舗
で
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
を
中
止
し

６
店
舗
で
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
を
中
止
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
あ
ま
や

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
あ
ま
や

●
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社　

ジ
ャ
ス
コ
那
珂
町
店

　

ジ
ャ
ス
コ
那
珂
町
店

●
株
式
会
社
カ
ス
ミ

株
式
会
社
カ
ス
ミ　

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
カ
ス
ミ
那
珂
店

　

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
カ
ス
ミ
那
珂
店

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ッ
カ
ー
サ
ン

　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ  
Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ッ
カ
ー
サ
ン

モ
リ
ノ
那
珂
店
（
平
成

年
６
月
か
ら

モ
リ
ノ
那
珂
店
（
平
成　

年
６
月
か
ら

１９１９

実
施
中
）

実
施
中
）

●
株
式
会
社
か
わ
ね
や

菅
谷
店

株
式
会
社
か
わ
ね
や　

菅
谷
店

●
株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ヒ
ロ
セ
ヤ

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ヒ
ロ
セ
ヤ

●
株
式
会
社
マ
ル
ト

Ｓ
Ｃ
那
珂
店

株
式
会
社
マ
ル
ト　

Ｓ
Ｃ
那
珂
店

 

※
順
不
同

※
順
不
同
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���������ご協力をお願いします
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那
珂
市
消
防
団
女
性
消
防
部
が
２
月

　

那
珂
市
消
防
団
女
性
消
防
部
が
２
月　
１３１３

日
、
第

回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

日
、
第　

回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

６１６１

で
優
良
婦
人
消
防
隊
に
選
ば
れ
、
表
彰
状

で
優
良
婦
人
消
防
隊
に
選
ば
れ
、
表
彰
状

と
表
彰
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

と
表
彰
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
消
防
部
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防

　

女
性
消
防
部
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
時
の
巡
回
広
報
活
動
や
普
通
救
命
講

運
動
時
の
巡
回
広
報
活
動
や
普
通
救
命
講

習
指
導
の
ほ
か
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火

習
指
導
の
ほ
か
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火

花
火
指
導
会
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
に
火

花
火
指
導
会
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
に
火

の
大
切
さ
や
怖
さ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

の
大
切
さ
や
怖
さ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
。こ

れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保

の
た
め
、
頼
れ
る
消
防
団
と
し
て
活
躍
す

の
た
め
、
頼
れ
る
消
防
団
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

消
防
本
部
警
防
課

��
２
９
５
・
２
１
１
１

内
線
５
６

２
９
５
・
２
１
１
１　

内
線
５
６

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

��
２
９
８
・
１
１
１
１

内
線
２
５
３

２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
２
５
３

普
通
救
命
講
習
会
で
指
導
す
る
女
性
消
防
部

（
写
真
上
）／
後
藤
京
子
部
長
。
贈
呈
さ
れ
た

表
彰
状
と
表
彰
旗
と
と
も
に
（
写
真
下
）
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て

い
る
か
た
が
、
職
場
の
社
会
保
険
な
ど
に

い
る
か
た
が
、
職
場
の
社
会
保
険
な
ど
に

加
入
し
た
と
き
や
、
社
会
保
険
な
ど
か
ら

加
入
し
た
と
き
や
、
社
会
保
険
な
ど
か
ら

抜
け
た
と
き
は
国
保
の
脱
退
や
加
入
な
ど

抜
け
た
と
き
は
国
保
の
脱
退
や
加
入
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
お
忘

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
お
忘

れ
の
か
た
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ

れ
の
か
た
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
を
せ
ず
に
国
保
の
保
険
証
を
使

　

手
続
き
を
せ
ず
に
国
保
の
保
険
証
を
使

用
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
国
保
が
負

用
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
国
保
が
負

担
し
た
医
療
費
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

担
し
た
医
療
費
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
も
、
職
場
で
の
社
会
保
険
料
と

に
つ
い
て
も
、
職
場
で
の
社
会
保
険
料
と

二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
。そ

の
ほ
か
に
も
、
次
表
の
よ
う
な
と
き

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
次
表
の
よ
う
な
と
き

は
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
市

は
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
市

役
所
（
本
庁
）
保
険
課
ま
た
は
瓜
連
支
所

役
所
（
本
庁
）
保
険
課
ま
た
は
瓜
連
支
所

市
民
係
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
係
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

保
険
課

国
保
・
医
療
係

保
険
課　

国
保
・
医
療
係

��
２
９
８
・
１
１
１
１

２
９
８
・
１
１
１
１

内
線
１
４
５
・
１
４
６
・
１
４
７

内
線
１
４
５
・
１
４
６
・
１
４
７

手続方法・必要なもの手続きが必要な場合

■国保に加入する場合

保険課で加入手続きを行います。職場の健康保険をやめた
証明書等（離職証明書・退職証明書・資格の喪失証明書
等）、印鑑が必要です。

��������	
���

市民課で転入手続き後、保険課で加入手続きを行います。
印鑑が必要です。��������	
��

市民課で出生手続き後、保険課で加入手続きを行います。
印鑑が必要です。国保の出産育児一時金の申請も行います
ので、世帯主の口座が分かるものをお持ちください。

��������	


■国保を脱退する場合

保険課で脱退手続きを行います。
国保保険証、社会保険証等、印鑑が必要です。

����������	
������

市民課で転出手続き後、保険課で手続きを行います。
国保保険証、印鑑が必要です。��������	
��

市民課で死亡届の手続き後、保険課で手続きを行います。
国保保険証が必要です。葬祭費の申請も行いますので、印
鑑、喪主の口座が分かるものをお持ちください。

������

■その他

市民課で変更手続き後、保険課で手続きを行います。
国保保険証、印鑑が必要です。

�����������
������

市民課で転出手続き後、保険課で手続きを行います。
国保保険証、在学証明書、印鑑が必要です。

�������
��������	
��
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　１１月１４日、静岡県で開催され
た「お米日本一コンテストinし
ずおか２００８」で、奥久慈うまい
米生産協議会の那珂支部から出
品したお米が最終審査に進出
し、全国３６都道府県、３５９点の中
から上位３０点に入賞しました。
新潟県や山形県と並び、茨城県
からは１点のみの入賞となった
同協議会支部長の和田勝一さん
は、「奥久慈うまい米は粒が大
きく食味重視。那珂市で生産し
た米もうまいと認識された。全
国でもうまい米の生産地として
評価されてくれば地域農家の元
気アップにつながると思う」と
話していただきました。

１月１４日～２月１４日（敬称略）

那珂市商工会芳野・戸多・木崎支
部　支部長　加藤昌次
 ２０，０００円
野木利三郎 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

������������

������������

��������	
��

那珂市商工会芳野・戸多・木崎
支部の皆さん

■市税の納付は口座振替で
市税の納付には、便利で安心確実な「口座振替」を
ご利用ください。

●手続方法／市内の金融機関・郵便局には、那珂市専
用の「市税等口座振替依頼書」が用意してあります

ので、預貯金通帳、届け出印鑑を用意して、口座振
替を行う各金融機関・郵便局（ゆうちょ銀行）の窓
口で申し込み手続きをしてください。
●振替開始／口座振替の登録が完了すると、市から
「口座振替開始通知」のはがきを送付します。口座
振替が開始されるまでには、金融機関での申し込み
手続き後、１～２か月かかりますので、余裕をもっ
て手続きをしてください。

※現在、市県民税、固定資産税・都市計画税の口座振
替を申し込まれているかたで、「口座振替区分（期別
振替・全期前納振替）の変更」をご希望のかたは、
市役所（本庁）収納課の窓口で、「市税口座振替区分
変更届」の手続きを３月中に行ってください。

■平成２１年度市税等の納期のおしらせ 問い合わせ／市収納課管理係　�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

４期３期２期１期市県民税（普通徴収）

４期３期２期１期固定資産税・都市計画税

全期軽自動車税

８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税（普通徴収）

８期７期６期５期４期３期２期１期後期高齢者医療保険料（普通徴収）

６期５期４期３期２期１期介護保険料（普通徴収）

※　固定資産税は償却資産を含みます。
※　各納期限は月の末日（１２月は２５日）です。ただし、納期限が土・日曜日、祝日に当たるときはその翌日となります。

� 国保ミニ情報  �
○那珂市国保の加入者数　１５，６５４人
　（平成２１年１月末現在・
 前月比１３人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億５，７１０万円
　（平成２１年１月・
 前月比１，９４４万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 人の動き �
那珂市の人口（２月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，７５３人 （＋２）
　女　　　２８，５４９人 （－６）
　計　　　５６，３０２人 （－４）
世帯数　　２０，４６５世帯 （＋１２）

○出生　３１人
○死亡　５２人

（１月１日～３１日）
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／４月１４日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室　

�２９８－１１１１　内線１１７

　火災は、ふとした気のゆるみや不注
意から発生し、大切な財産や時には尊
い生命を奪うこともあります。
　火災を防ぐには、日ごろから近隣や
地域の人たちと協力し、火災が起きな
い、または起こさない環境づくりを進
めることが大切です。
　家庭でも、もう一度火の元を見直し、
火災の予防にご協力をお願いします。
また、万一の火災による被害を軽減す
るため、家庭でも初期消火に有効な消
火器を設置するとともに、防炎製品や
住宅用火災警報器等を備えましょう。
日ごろの備え／

○「放火」による火災を防ぐには

・建物の周りに燃えやすいものを置か
ない。

・ごみは決められた日、場所以外には
出さない。

○「たばこ」による火災を防ぐには

・たばこの投げ捨てや寝たばこは絶対
にしない。

・灰皿には水を入れる。
○「コンロ」による火災を防ぐには

・その場を離れるときは必ず火を消す。
・コンロの周りには燃えやすいものを
置かない。

○「ストーブ」による火災を防ぐには

・給油をするときは必ず火を消す。
・ストーブや灯油のポリタンクの周り

には燃えやすいものを置かない。
※那珂市では、「たき火」は禁止されて
います。
問い合わせ／　

市消防本部　�２９５－２１１１（終日）

市消防本部予防課　�２９５－２１１４

（平日８：３０～１７：１５）

　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
の保険料および国民健康保険税のお支
払いについて、すでに年金から天引き
されているかた、またはこれから年金
から天引きとなる予定となっているか
たは、希望により年金天引きではな
く、口座振替でのお支払いに変更する
ことができます。口座振替を希望され
る場合には、手続きが必要となります。
　引き続き年金から天引きを希望する
かたや、すでに変更する手続きをして
いるかたは、特に手続きを行う必要は
ありません。
手続方法／

　金融機関へ口座振替申込書を提出し
（すでに口座振替の申し込みをしてい
るかたは不要です）、その申込書の本
人控えと印鑑、被保険者証をお持ちの
上、市保険課窓口へ申請してください。
　お申し出いただいた後、速やかに年
金からの天引きを中止する手続きを行
いますが、約２～３か月程度期間を要
しますので、お早めに申請をお願いし
ます。
問い合わせ／

市保険課　国保・医療係

�２９８－１１１１　内線１４５・１４６・１４７

��������
法律相談

見直そう　家庭の防火！

長寿医療制度の保険料および
国民健康保険税の

お支払い方法が変更できます

��������

５日　瓜連慶友整形外科 （古徳）
 �２９６－１１１６

１２日　瓜連中央医院 （瓜連）
 �２９６－０２７１

１９日　えびすいクリニック（竹ノ内）
�２９５－８８８１

２６日　鈴木呼吸器科内科　　（中台）
�３５３－２８１１

２９日　小宅内科医院 （菅谷）
�２９８－００５０

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９
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　門部白河内地区で「白河内自主防
災会」が結成され、２月２２日、白河
内公民館で結成式が開催されまし
た。結成式典では、「いつ災害が起こ
るかわかりません」と今回の会結成
にあたってそろえられた様々な防災
資機材が展示され、市消防本部から
は火災警報器の展示・説明や、消火
器体験や煙体験といった防災訓練も
実施されました。また、地区のかた
がたによる炊き出し訓練では、大釜
でおいしい豚汁がつくられ、参加者
の皆さんに配られました。

���������	

白河内自主防災会結成式

　日本の保母第１号豊田 芙  雄 と郷土
ふ ゆ

の先人である根本正について知って
もらおうと１月１８日に開催された今
回の歴史講演会。水戸藩の学者豊田
小太郎の夫人である芙雄は、夫が暗
殺された後も遺志を守り、徳川斉昭
の教え「胎教の大切さ」を胸に保育
と女子教育に生涯をかけたこと、小
太郎と師弟関係の根本正が師没後も
夫人に恩義を忘れず生涯を尽くした
ことを取り上げました。参加者は、
幼少時からの教育の大切さをあらた
めて感じとっていたようでした。

��������	
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日本の保母第１号豊田芙雄と根本正

　２月１０日、額田小学校６年生の児
童が、日頃から交流を深めているい
きいきサロンの皆さんを招待しまし
た。児童たちは、練習してきた演奏
や合唱を披露したほか、合体漢字
ゲームやビンゴゲームなど一緒に楽
しい時間を過ごしました。また、戦
時中の物が不足した頃の食事や生活
など、今では想像の付かない当時の
話をしてもらい、ものの大切さを学
び、話の後には当時とは違う美味し
いすいとんを一緒に味わって、おな
かいっぱいご馳走になりました。

����������	�����
額田小学校　世代間交流

　平成１７年１２月に建設委員会が設立
されて以降、いろいろな公民館を視
察しながら進めてきた北酒出公民館
がこのたび完成し２月８日、竣工式
典が開催されました。たくさんのか
たがたが参加され、小宅市長からは
「交流の場、憩いの場として利用して
いただき、北酒出がますます発展す
ることを願います」とお祝いの言葉
が贈られました。明るく楽しくたく
さんの人が集う場として、幅広い世
代がこの公民館を利用されることが
期待されます。
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北酒出公民館竣工式

　女性ネットワークなか、那珂市主
催の「 男 と 女 輝いて生きるトーク＆

ひと ひと

コンサート」が２月７日、市総合セ
ンターらぽーるで開催されました。
　第１部では、市野沢伊司さん（瓜
連・写真①）が「地域活動における
男女共同参画」について講演しまし
た。茨城県男女共同参画推進員、い
ばらき森林クラブ代表など幅広く活
躍されている市野沢さん。これまで
の活動をとおして感じた男女共同参
画社会への展望を、分かりやすく語
りかけました。

　続く第２部では、ピアニストで声
楽家の北田康広さん（写真②）が、
素敵な歌声とピアノ演奏で観客を魅
了しました。未熟児網膜症と医療ミ
スにより５歳で失明し、数々の逆境
に直面しながらも、音楽の道を究め
た北田さん。苦労の連続でも音楽に
よって自信を持つことができた半生
を振り返りながら、「自分にしかでき
ないことを、大切にしましょう」と、
集まったかたにメッセージを送りま
した。

���������	
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 男 と 女 輝いて生きるトーク＆コンサート
ひと ひと

■企画課市政情報室広報係

　�２９８－１１１１　内線４３７

①

②
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　１２月２０日に市総合センターらぽー
るで開催された第３２回那珂市消防職
員意見発表会。出場した市消防職員
１０人が、消防士としての心構えや消
火・救急現場で感じたこと、防火意
識と救急救命法の大切さなどに触
れ、集まったかたがたに命の大切さ
を訴えました。
　今回、最優秀賞に輝いたのは、「消
防士だから伝えられる事」について
発表した會澤和久消防副士長。２月
４日の県大会でも力強く意見を述
べ、優秀賞を受賞しました。

��������	
第３２回那珂市消防職員意見発表会

　茨城県市長会自治功労者表彰式が
２月１３日に茨城県市町村会館で行わ
れました。市内からは、高齢者クラ
ブ連合会会長として高齢者クラブ発
展に尽力されたほか、市のイベント
で水戸黄門役として参加し、観光PR
にも力を尽くされた飯塚猛さん（菅
谷）と、民生委員・児童委員として
地域福祉の発展に尽力されたほか、
市立図書館の図書充実のため多額の
寄付をされた根本静江さん（故人・
東木倉）の２人が民間自治功労者と
して表彰されました。

��������
茨城県市長会民間自治功労者表彰式

　少年少女スキー・スノーボード教
室が１月４日から５日、１１日にそれ
ぞれ裏磐梯スキー場（福島県）で開
催され、計１５７人が白銀のゲレンデ
で滑りを楽しみました。
　習熟度に合わせて行われる教室で
は、覚えたてのボーゲンでスキーの
楽しさを体感する初心者のほか、
ターンを決めて講師の滑りに合わせ
て 颯  爽 と風をきる子どもの姿も。�

さっ そう

とした寒さのなか、教わった技術を
身につけようと、時間の許す限り元
気いっぱい滑りきりました。

�����������������
少年少女スキー・スノーボード教室

���������	
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　第２５回県民駅伝競走大会が１２
月１３日、笠松運動公園陸上競技
場を中心とする周回コースで行
われ、７区間２１．２４キロメート
ルを走破する市町村対抗の部
で、那珂市チームが水戸市、高
萩市に次ぎ、第３位の成績を収
めました。
◆那珂市チーム（市在住および
　出身者で組織・敬称略）
１区　高星敬介（那珂四中３年）
２区　大谷麻美（水戸三高２年）
３区　中野正人（水戸工高２年）
４区　堅野里桜（那珂四中２年）
５区　南波和希（那珂一中３年）
６区　小田倉香織（千葉大１年）
　　　※区間賞
７区　藤田正秋（東北福祉大３年）

　菅谷少年剣友会が１月５日から７
日に那珂第四中学校柔剣道場で、１０
日に鹿島神社で新春稽古会を行い、
同会の少年剣士と指導者のかたがた
がさわやかな汗を流しました。
　この新春稽古会は毎年行われてい
る同会の恒例行事。年頭に顔を合わ
せ、今年一年の剣道での成長と心身
の鍛錬を誓いました。最後はお汁粉
が振る舞われ、稽古から一転、みん
なが浮かべた表情は和やか。身を差
す寒さも手伝って、気持ちのこもっ
た稽古会となりました。
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菅谷少年剣友会が新春稽古会

　長年にわたり台風時には耕地が冠
水してしまうなど、用排水路の不備
やほ場の不形成、狭い農道といった
問題を解決するにあたり、農業生産
基盤の整備を総合的に進めてきた門
部圷・下河原地区で、県営畑地帯総
合整備事業が９年の歳月をかけて完
成し、２月２５日、小宅市長が記した
竣工記念碑の除幕式と竣工式典が開
催されました。記念碑の除幕式では
同時にさまざまな儀式がとり行わ
れ、今後の新たな農業の発展と安
全、豊作、無事を願いました。

��������	
�
県営畑地帯総合整備事業

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。
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問い合わせ 
環境課廃棄物対策係 
２９８－１１１１　内線２５３ 

「ごみの出し方・分け方」配布中止について
　毎年、配布しておりました「ごみの分け方・出し方」の
パンフレットは、来年度において変更箇所がないため発
行いたしませんので、平成２０年度「ごみの出し方・分け
方」のパンフレットを引き続きご利用ください。

　毎年配布しております「資源物収集日程表」については、
３月の中・下旬に各世帯に配布しますので、ご利用くださ
い。
　　

　平成２０年１１月にリサイクル料金が変更になりました。ま
た、新たに平成２１年４月から、液晶テレビ、プラズマテレ
ビ、衣類乾燥機が追加されます。

■平成２０年１１月から変更した家電リサイクル料金

■平成２１年４月から追加される家電リサイクル料金

　市民の皆様の協力により、回収された資源物の売払い金
額をお知らせします。

（大宮環境整備組合調べ　那珂市・常陸大宮市合算）
　ご協力ありがとうございました。

　市内の近代遺産、戦前・戦後を訪ねてみましょう。

■水戸北飛行場跡

　毎年行われる「なかひまわりフェスティバル」。そのひ
まわり畑の一部は、かつて水戸北飛行場でした。昭和１９
年春、戦争が激しくなり、水戸飛行場（ひたちなか市馬
渡）が特攻兵養成場となったことに伴って建設されるこ
とになった水戸北飛行場。鴻池組の指揮の下、地元はも
ちろん周辺の市町村や学生・生徒などの勤労奉仕隊や朝
鮮人のかたたちが、抜根やト
ロッコ押し、芝張りなど約
３００ヘクタールの飛行場建設
に向けて精を出した場所です。
未完成のまま終戦を迎えたよ
うですが、現在でも周囲に巡
らされた側溝の跡や排水路が
残っています。懸命に奉仕し
た先人たちの意気込みを察す
ることができます。現在は、戦
後の入植の皆さんの努力でほ
とんどは美田となっています。

■瓜連塙坂

　瓜連の台地から久慈川沿い集落に向かって、幾つかの
坂道があります。常福寺北側を下りる塙坂は、狭く急な
坂道のために車馬が使えず、収穫した稲束を背負って運
び上げなければならなかった坂でした。改修工事は、世
界大恐慌・昭和の大不況の最中の昭和５年（１９３０）１２月
に起工されました。坂路延長約３３０メートル、掘削・盛
土、使用火薬約４０キ
ログラム、村民の労
力奉仕２千人、寄付
金５４０円、村費補助
４８２円をもって、２
か月余りかかって竣
工したものでした。
坂の途中に「修路碑」
があります。

■問い合わせ

　歴史民俗資料館（那珂総合公園内）

　�２９７－００８０　那珂市戸崎４２８－２

水戸北飛行場跡
昭和２３年米軍撮影

「資源物収集日程表」について

家電リサイクル料金が変更になります

資源物の売払いについて

１，７８５円１５型以下液晶テレビ
プラズマテレビ ２，８３５円１６型以上

２，５２０円衣類乾燥機

変更後変更前
２，６２５円３，１５０円エアコン
１，７８５円

一律２，８３５円
１５型以下ブラウン管

テレビ ２，８３５円１６型以上
３，７８０円

一律４，８３０円
１７０�以下冷蔵庫

冷凍庫 ４，８３０円１７１�以上
２，５２０円２，５２０円洗濯機

平成１９年度平成１８年度
６６，５１９，２４６円５５，２２０，３８０円圧縮缶等
１１，３９８，８８５円６，９７２，５３５円紙類
８５１，７７０円８６６，６３０円ビン類

４，０８１，４８３円３，７４０，２４０円PETボトル
１，０２８，４７２円９４４，９９９円発砲スチロール

８３，８７９，８５６円６７，７４４，７８４円売払い合計



広報なか３月号１９

古
徳 

岩
上　
　

心 

佳
司

戸
崎 

田
口　
　

新
太
郎 

政
勝

菅
谷 

川
名　
　

斗
真 

光
広

菅
谷 

鈴
木　
　

絢
斗 

將
央

菅
谷 

鈴
木　
　

瑛
心 

勝
之

戸
崎 

黒
澤　
　

陽
真 

三
宏

菅
谷 

栫　
　
　

ひ
な
た 

弘
光

菅
谷 

山
田　
　

結
唯 

芳
幸

後
台 

海
老
根　

想 

敦

飯
田 

中
橋　
　

翼 

満

杉 

森
�　
　

晴
澄 

夏
樹

菅
谷 

川
又　
　

煌
翔 

昭
宏

菅
谷 

木
畑　
　

皇
祐 

泰
範

菅
谷 

石
井　
　

千
裕 

順

菅
谷 

笹
島　
　

心
綺 

健
介

福
田 

後
藤　
　

洸
平 

孔
一

後
台 

平
澤　
　

磨
奈 

裕
之

菅
谷 

松
浦　
　

礼
実 

毅

菅
谷 

�
池　
　

爽
矢 

修
司

豊
喰 

伊
藤　
　

圭
汰 

秀
康

�������

平
野 

藤
田　
　

煌
弥 

努

菅
谷 

伊
藤　
　

香
里 

佳
樹

菅
谷 

関　
　
　

心
和 

克
雄

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

中
台 

友
部　
　

岩
二
郎 

　

歳
８２

菅
谷 

�
田　
　

キ
ク
エ 

　

歳
８１

南
酒
出 

稲
田　
　

行
雄 

　

歳
８２

古
徳 

飯
島　
　

ま
す 

　

歳
７７

額
田
南
郷 

鶴
川　
　

稔
子 

　

歳
９３

飯
田 

大
和
田　

秀 

　

歳
９４

後
台 

井
上　
　

得
知 

　

歳
７５

飯
田 

鈴
木　
　

�
男 

　

歳
５６

戸 

寺
門　
　

清 

　

歳
７８

南
酒
出 

桐
原　
　

義
寛 

　

歳
９０

南
酒
出 

寺
門　
　

正
雄 

　

歳
８９

後
台 

山
�　
　

便
雄 

　

歳
６９

門
部 

山
�　
　

は
や 

　

歳
９６

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

�
塚　
　

大
誠 

克
仁

中
里 

寺
門　
　

祥
汰 

雅
治

菅
谷 

宮
本　
　

泰
芽 

睦

菅
谷 

磯
�　
　

野
乃 

貴
史

菅
谷 

フ
ァ
ロ
ン　

ク
リ
ス
タ
美
優

 

 

敬
子

鴻
巣 

叶
野　
　

藍 

孝
之

南
酒
出 

木
村　
　

舜 

有
一

杉 

根
本　
　

桔
花 

明
重

額
田
南
郷 

船
橋　
　

一
花 

一
也

竹
ノ
内 

安
藤　
　

勇
翔 

亮
人

菅
谷 

清
水　
　

美
佑 

宏

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

飯
田 

小
菅　
　

ち
よ 

　

歳
８９

菅
谷 

飯
塚　
　

冨
美
子 

　

歳
８０

瓜
連 

圷　
　
　

正
夫 

　

歳
８３

向
山 

小
澤　
　

浩 

　

歳
７５

鴻
巣 

吽
野　
　

勲 

　

歳
８４

門
部 

古
谷　
　

と
み 

　

歳
８６

瓜
連 

萩
野
谷　

は
ま 

　

歳
９５

後
台 

久
保　
　

と
り 

　

歳
８４

瓜
連 

楠
見　
　

二
郎 

　

歳
７９

南
酒
出 

寺
門　
　

た
け 

　

歳
９０

鴻
巣 

古
橋　
　

武
志 

　

歳
８４

戸 

�
橋　
　

き
よ 

　

歳
９６

古
徳 

島
根　
　

守 

　

歳
７７

菅
谷 

梅
原　
　

ス
ミ 

　

歳
８８

鴻
巣 

海
野　
　

清
之
介 

　

歳
８９

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

����

■材料　４人分
赤かぶ・白かぶ……各４個
かぶの葉……適量、とり挽肉……１６０ｇ
長ねぎ……１００ｇ、生しいたけ……４０ｇ
人参……１１０ｇ、えのき……４０ｇ
卵黄……１個、　生姜汁……小さじ２
酒……小さじ１、カレー粉……小さじ２
鶏がらスープの素……大さじ１
塩・コショウ……少々、片栗……適量
なめこ……５０ｇ、玉ねぎ……小１個

■作り方
①とり挽肉に酒、生姜汁と卵黄を加え、ねば
りが出るまで混ぜて、塩・コショウをして
さらによく混ぜる。
②人参（４０ｇ）、生しいたけ、えのき、長ね
ぎをみじん切りにする。
③①と②を混ぜたあと２等分にし、片方には
カレー粉を加えてよく混ぜる。
④かぶをくり抜き、片栗粉をまぶして③を詰
める。（白かぶにはカレー粉を混ぜた方を
詰める）
⑤④を蒸し器に入れて２０分蒸す。
⑥スープに、くり抜いたカブの部分、ざく切
りにした人参（７０ｇ）、玉ねぎを水４００mlで
柔らかくなるまで煮て、鶏がらスープを入
れてミキサーにかける。
⑦⑥のスープ２００mlを鍋に移し、なめこ、片
栗粉（小さじ１）を同量の水で溶き入れる。
（残りのスープは、豆乳２００ml、塩コショウ
を加えてスープにします）
⑧かぶの葉を湯通しする。
⑨蒸し上がったかぶを皿に盛り付け、かぶの
葉を添えて⑦のタレをかける。

■かぶは赤・白２種類、具も２種類です。
簡単に具の味付けを変えることができ
て、若い人でも作りやすく、彩りもキレ
イで食べることが楽しみになります!!

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

（高齢食部会三中学区代表）

平松澄江さん



２０

����
■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

��������	
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�������

�������
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父・卓也さん　母・里沙さん
３月１１日生まれ（額田南郷）

父・隆さん　母・由香里さん
３月３０日生まれ（菅谷）

父・邦男さん　母・紀子さん
３月２７日生まれ（後台）

大
き
く
、
か
わ
い
く
、
元
気
に
育
っ
て
ね

優
し
い
子
に
な
っ
て
ね

健
康
に
、
優
し
く
育
っ
て
ね

��������� ���

も あな

������ ��

りくと

��������� ���

り さ

����������������
３月 March ４月 April

土金木水火月日

４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３０２９２８２７２６

���������	

【一般図書】
●「秋月記」葉室麟／角川書店
●「架空の球を追う」森絵都／文藝春秋
●「WE LOVE ジジイ」桂望実／文藝春秋
●「灰塵の暦」船戸与一／新潮社
●「ぬかるみに注意」生田紗代／講談社
●「反乱する管理職」高杉良／講談社
●「走れ！ビスコ」中場和一／幻冬舎
●「コロモーション」朝倉かすみ／光文社
●「珈琲屋の人々」池永陽／双葉社
●「東京借景」荻世いをら／河出書房新社
●「朝顔男」唐十郎／中央公論新社
●「希望ヶ丘の人びと」重松清／小学館
●「少女」湊かなえ／早川書房
●「初めての梅」樋口有介／筑摩書房
●「海王（上・下）」宮本昌孝／徳間書店
　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

����
鋭敏に過ぎる司馬仲達を嫌った魏の
曹操が没した。それは栄達の始まり
であった。大将軍へと昇進を重ねた
仲達は、ついに宿敵・諸葛孔明率い
る蜀軍と五丈原に対峙する！古代中
国最大の山場に迫る、書き下ろし歴
史長編！
（角川書店ホームページから）
塚本�史／角川書店

����������
不思議な建築物にまつわる４つの物
語。廃墟は現代人の癒しの空間。だ
が人が住んでいることが発覚し「偽
装廃墟」が問題になって…表題作ほ
か、ありそうでありえない建築物を
舞台に繰り広げられる、不思議で切
ない三崎ワールド。４編収録。
（集英社ホームページから）
三崎亜記／集英社

休館日

土金木水火月日

７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９
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古
里
で
あ
る
会
津
坂
下
町
は
磐

梯
山
を
見
上
げ
る
会
津
盆
地
に
あ

り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
実
る
米
ど
こ

ろ
と
し
て
田
園
地
帯
の
広
が
る
自

然
の
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
冬
は

１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
雪
が
積
も

り
、
夏
は　

度
以
上
の
暑
さ
も
見

３０

せ
ま
す
。

　

私
は
、
高
校
ま
で
を
古
里
で
過

ご
し
上
京
。
そ
の
後
こ
の
那
珂
市

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
て

い
た
頃
で
あ
る　

年
前
の
会
津
は

５０

今
以
上
に
自
然
に
あ
ふ
れ
、
辺
り

一
面
は
田
畑
が
広
が
り
専
業
農
家

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
農
繁
期
と

も
な
る
と
、
代
掻
き
や
稲
上
げ
な

ど
家
の
手
伝
い
の
た
め
に
、
天
気

の
い
い
日
に
は
学
校
が
臨
時
に
休

み
に
な
る
こ
と
も
日
常
的
に
あ

り
、
手
伝
い
が
終
わ
れ
ば
友
達
と

一
緒
に
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
竹

馬
、
ビ
ー
玉
、
コ
マ
、
ペ
ッ
タ
と

い
っ
た
昔
な
が
ら
の
遊
び
か
ら
、

堤
や
水
路
で
泳
い
だ
り
、
山
で
は

蔓
を
切
っ
て
タ
ー
ザ
ン
の
よ
う
に

木
か
ら
木
へ
と
渡
っ
た
り
、
ワ
ラ

ビ
・
ゼ
ン
マ
イ
・
ウ
ド
な
ど
の
山

菜
採
り
や
、
罠
を
仕
掛
け
て
魚
や

兎
を
生
け
捕
っ
た
り
し
て
食
卓
を

飾
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
冬
は
ソ

リ
や
ス
キ
ー
、
そ
し
て
下
駄
に
鉄

の
刃
を
付
け
た
ス
ケ
ー
ト
に
似
た

「
げ
ろ
り
」を
履
い
て
滑
っ
て
い
た

り
と
、
広
が
る
自
然
に
は
豊
富
に

遊
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
お
祭
に
は
７
月
に

は
会
津
三
大
祭
で
あ
る
「
御
田
植

祭
」
や
１
月
に
は
四
百
年
の
伝
統

を
誇
る
「
大
俵
引
き
」
が
行
わ
れ
、

下
帯
一
本
の
引
き
子
が
豪
快
に
引

き
合
い
ま
す
。
賑
や
か
な
祭
に
付

き
物
の
多
く
の
出
店
も
楽
し
み
の

一
つ
で
し
た
。

　

食
べ
物
で
は
、
当
時
は
大
衆
食

で
あ
っ
た
鯨
肉
が
芋
煮
会
で
入
っ

て
お
り
、
独
特
の
食
感
と
味
が
美

味
し
か
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
会
津
は
食
べ

物
も
美
味
し
い
と
こ
ろ
で
米
や
野

菜
に
限
ら
ず
、
肉
や
味
噌
、
醤
油

ま
で
家
で
取
れ
た
古
里
の
味
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
時
代
で
あ
り
な
が
ら
高

度
成
長
期
に
あ
り
、
精
神
的
に
は

現
在
よ
り
豊
か
で
、
私
は
い
い
時

代
に
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
の
自
分
を
形
成
す
る
と

て
も
大
事
な
時
期
を
、
会
津
坂
下

で
過
ご
せ
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
ま

た
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

�

白
鳥
の
今
年
へ
展
ぐ
波
紋
の
和 

堀　

口　

白　

流

滑
走
の
水
面
豊
か
に
沼
の
春 

木　

内　

晴　

絵

コ
ウ
コ
ウ
と 
白  
鳥 
啼
く
沼
の
夜
長
か
な 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

と 

り

春
寒
の
幹
を
別
れ
し
木
守
柚
子 

栗　

原　

三　

枝

夕
映
え
の
風
に
紅
さ
す
寒
椿 

飯　

島　

カ
チ
子

水
盤
に
朱
を
保
ち
お
り
梅
も
ど
き 

鈴　

木　

三　

風

柔
日
差
す 
椎  
葉 
が
く
れ
の
薮
柑
子 

堀　

口　

泉　

流

し
い 
は

寒
稽
古
奇
声
鋭
く
床
を
蹴
り 

秋　

野　

三　

峰

初
電
話
友
よ
り
旅
の
話
あ
り 

栗　

原　

冨　

久

松
過
ぎ
て
老
い
の 
怠  
惰 
の
始
ま
り
ぬ 

眞　

�　

一　

耕

た
い 
だ

凍
滝
に
挑
む
ピ
ッ
ケ
ル
こ
だ
ま
す
る 

塙　
　
　

静　

風

寡
婦
と
な
り
沈
思
黙
考
炬
燵
か
な 

井　

坂　

光　

位

忍
び
足
山
を
出
る
猫
恋
終
わ
る 

長
谷
川　

和
希
子

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】那珂短歌会

降
り
来
た
る
雀
と
見
し
は
芝
の 
上 
に
吹
か
れ
転
が
る
枯
落
葉
な
り 

桐　

原　

富
貴
子

え

凹
み
た
る
砥
石
に
母
の
不
器
用
な
と
ぎ
ぐ
せ
あ
り
て
西
陽
の
あ
た
る 

川　

上　

恵
美
子

金
銀
を
織
り
な
す
よ
う
に
陽
の
差
せ
ば
水
面
を
け
り
て
白
鳥
の 
翔 
つ 

中　

崎　

美
登
利

た

北
欧
の
女
性
の
よ
う
な
よ
そ
お
い
の
臨
月
の 
娘 
は
今
日
も
散
歩
す 

塙　
　
　

紀　

子

こ

冬
の
陽
を
浴
み
て
傾
り
の
里
の
畑
春
の
作
付
待
ち
て
眠
れ
る 

斎　

藤　

栄　

枝

不
揃
い
の
編
目
が
笑
う
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
日
向
の
に
お
い
に
面
影
浮
か
ぶ 

武　

田　

八
重
子

夏
過
ぎ
て
人
気
少
な
き
砂
山
に
児
と
ね
そ
べ
り
て
海
鳴
り
を
き
く 

山　

屋　

勝　

代

戒
名
を
持
ち
て
座
を
立
つ
乙
女
子
を
見
送
る
僧
の
眼
差
し
や
さ
し 

大　

森　
　
　

満

横
綱
は
「
強
く
な
く
ち
や
」
と
優
勝
杯
授
く
る
総
理
の
姿
小
さ
し 

草　

野　
　
　

豊

蹲
ひ
に
一
滴
一
滴
下
が
り
た
る
氷
柱
が
一
滴
一
滴
解
く
る 

中
井
川　

胤　

文
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あい づ ばん げ まち

宮田 賢三さん／菅谷

■ふるさと一口メモ
　会津盆地の西部に位置し、
旧越後街道の要衝の地。盆
地西側の丘陵には出崎山遺
跡や鍛冶山遺跡など旧石器
時代の遺跡があり、早くか
ら人々の生活の地となる。
　肥沃な土地と豊富な水に
より会津盆地穀倉地帯の一
部として、コシヒカリの銘
柄米の産地となっている。
夏は猛暑、冬は積雪１ｍを
超える盆地特有の寒暖の差
があり、四季の移り変わり
と雄大な磐梯山を望める自
然環境に恵まれた町。
　人口約１７，７００人。

会津坂下町

▲

福島県



 

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
父
母
が
理
容
の
仕
事

を
し
て
い
る
姿
を
見
て
育
っ
た
私
は
、
気

が
つ
く
と
姉
と
一
緒
に
理
容
師
を
志
し
て

い
ま
し
た
。
専
門
学
校
で
は
、
理
容
一
般

に
つ
い
て
幅
広
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
学
校
も
３
月
で
卒
業
で
す
。

学
校
か
ら
巣
立
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
む

岐
路
に
立
つ
ま
さ
に
今
、
友
達
同
士
で
学

び
あ
い
、
練
習
し
あ
っ
た
楽
し
い
思
い
出

が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

　
学
校
で
は
、
エ
ス
テ
や
ネ
イ
ル
な
ど
の

技
術
も
習
得
で
き
る
な
ど
、
理
容
は
今
や

男
性
は
も
ち
ろ
ん
女
性
も
相
手
の
職
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
と
心
の
ふ
れ

あ
い
が
で
き
る
点
が
理
容
の
魅
力
で
す
。

理
容
師
が
も
っ
と
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
目

指
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
職
業
に
な
っ
た

ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。 

　
将
来
は
、
女
性
に
も
た
く
さ
ん
来
て
も

ら
え
る
お
店
を
持
ち
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
理
容
師
に
な
る
こ
と

が
夢
で
す
。
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
新
社
会

人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　子どもの健やかな成長を願って、
古くは江戸時代から作られていた
雛のつるし飾り。歴史民俗資料館
で開催された雛人形展では、時代
や地域の違いによって様々な雛人
形が並ぶなかで、華やかさを一層

引き立たせていました。また、２
月２８日、曲がり屋で女性ネットワ
ークなか主催、雛のつるし飾りま
つりが催されるなど、市民のかた
が心を込めて作られた約３，０００個
のつるし飾りで彩られました。 

額田北郷　２０歳 

印刷／いばらき印刷株式会社 




